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地震が起きたらどうする？
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大きな揺れに備えて
わが家の安全対策

　家の中には地震のときに危険となるものがたくさんあります。室内の家具が倒れ、いざ避難しよう
としたときに家具が出入り口をふさぐようなこともあり、日ごろから家具を固定するなどの安全対策
が必要です。できることから実践し、たえず見直しながら安全を高めていきましょう。

家の中の安全対策ポイント

　部屋が複数ある場合
は、人の出入りが少ない
部屋に家具をまとめて置
く。無理な場合は、少し
でも安全なスペースがで
きるように配置を換え
る。

　就寝中に地震が発生し
た場合、子どもや高齢
者、障がい者などは倒れ
た家具が妨げとなって逃
げ遅れる恐れがあるので
注意する。どうしても置
かざるを得ないときには
食器棚や家具、テレビな
どは固定する。

　いざというとき安全に
避難できるように、玄関
などの出入り口やそこに
至る通路には倒れやすい
ものを置かない。

　家具と壁や柱の間に遊
びがあると倒れやすくて
危険。また、家具の上に
落ちやすいものを置かな
い。

●家の中に、家具のない安全なスペース
　を確保する

●出入り口や通路にはものを置かない

●寝室や子ども・高齢者・障がい者がいる
　部屋には、倒れそうな家具を置かない

●家具の転倒や落下を防止する対策を
　講じる

家具が転倒するとどうなるの？
　建物が無事でも家具が転倒
すると、その下敷きになって
けがをしたり、室内が散乱す
ることにより逃げ遅れてしま
う場合があります。家庭での
被害を防ぎ、安全な逃げ道を
確保するためにも、家具の転
倒・落下防止対策を実践して
おきましょう。

（神戸市消防局調査より）
■阪神・淡路大震災でけがをした人の原因

家具の転倒

棚等の上からの落下物
15.8％

16.4％

48.5％落下したガラス 10.5％
8.8％

逃げようとした
とき転倒

その他

やって
みよう！

10枚目のオモテ
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寝室や出入り口付近で家具を固定できない場合には

扉が開かないよう金具
等をつけ、扉が開いて
も中の食器が飛び出す
のを防ぐ。

食器棚
1本のコードでつるすタイプのものは、鎖
と金具で3か所以上留める。蛍光灯は蛍光
管の両端を耐熱テープで留めておく。直付
けタイプがより安全。

照明器具
煙や熱を感知すると警報音で知らせ
てくれる。消防法改正により家庭で
も設置が義務付けられた。

住宅用火災警報器

飛散防止フィルムを屋
内側にはる。

窓ガラス

なるべく壁面に接近させておき、上部
をＬ字型金具で固定するか、家具の下
に板などをはさみ、壁面にもたれさせ
る。二段重ねの場合は、つなぎ目を金
具で連結する。

本棚・タンスなど

できるだけ低い位置に置き、金具
やロープ、粘着性マットなどで下
面・柱・壁に固定する。

テレビ
ストーブなどの暖房器具は、
対震自動消火装置のあるもの
かどうか確認する。

暖房器具

防炎加工されたも
のを使う。

カーテン

わが家でできる安全対策

自分の上に家具が倒れてこないように、
机などで防御する

家具が倒れてもドアが開くような位
置・向きにする

寝ている位置に家具が倒れてこないよ
うに、向きを工夫する

10枚目のウラ

地震No.6



雨どいの継ぎ目がは
ずれていないか、落
ち葉や土砂などが詰
まっていないかを
チェックする。雨戸
はたてつけが悪く
なっていないかを
チェックし、問題が
あれば修繕する。

雨どい・雨戸 屋根瓦やアンテナが不安定に
なっていないか確認し、問題
がある場合は補強する。

屋　根

整理整とんし、落
下する危険がある
植木鉢やエアコン
の室外機は配置を
換えるか固定す
る。

ベランダ

倒れないように、
しっかりとした土
台の上に置き、鎖
で壁面に固定して
おく。

プロパンガス

土中にしっかりとした基礎部分がないもの、鉄
筋が入っていないものは補強する。ひび割れや
傾き、鉄筋のさびがある場合は修理する。

ブロック塀自転車や植木鉢など、
出入りの支障となるも
のは置かない。

玄関まわり

玄　関 通　路 非常階段・非常扉

　家の周囲にも災害が発生すると危険なところがたくさんあります。日ごろから危険箇所の点検を心
がけましょう。

一戸建て住宅の安全対策ポイント

避難や通行の妨げにならないように、
自転車などものを置かない。また、
類焼防止のため、古新聞や段ボール
などの燃えやすいものを置かない。

玄関は、脱出口、避難経路として重
要な場所。開かなくなった扉をこじ
開けられるようにバールなどを用意
しておく。

いざというときに安全に避難できる
ように、通行の妨げになるようなも
のを置くのは厳禁。特に非常扉の前
や階段付近には要注意。

11枚目のオモテ

　マンションなどの集合住宅では多くの人たちが暮らしているため、一戸建て住宅とは違った防災対
策が求められます。いざというときに備えて、自主防災会を中心に防災訓練や住民同士の話し合い、
防災設備の点検などに取り組みましょう。

集合住宅の安全対策ポイント

地震No.7
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わが家の耐震対策のススメ
　大地震の発生に備えて、建物や土地の安全性などをチェックし、事前に安全対策をしておきま
しょう。建物の耐震化は、私たちの命を守る最も有効な手段です。

　『プロジェクトTOUKAI（東海・倒壊）－0（ゼロ）』は、昭和56年5月31日以前に建設された木造住
宅の耐震化を促進し、震災時における人命の安全を確保するため進めている事業です。
　専門家による無料診断や、耐震補強工事費の助成を行っています。

わが家の耐震補助制度

　昭和56年5月31日以前に建てられた建物は現行の耐震基準を満たしていない建物が数多くあると
考えています。
　特に、下記のような建物は耐震性が低い場合があります。

わが家の耐震診断をしましょう

木造住宅補強計画策定事業

補強

建替え

■木造以外の住宅の耐震診断に対する補助制度
■危険なブロック塀の撤去・改善に対する補助制度

対象：昭和56年5月以前に建築された木造住宅

■プロジェクト『TOUKAI－0』フロー

※補助申請は事業に着手する前に行ってください。
　事後申請は補助の対象になりません。

精密診断＋補強計画

補助有り補強計画の作成

簡易診断
わが家の専門家診断事業 無　　料

しずおか住宅ローン
優遇制度有り

木造住宅耐震補強事業

補　強　工　事

補助有り補強工事

その他の
補助制度

詳しい
お問い合わせは

磐田市建築住宅課
電話 0538-37-4899
FAX 0538-33-2050

詳しい
お問い合わせは

磐田市地域づくり応援課
電話 0538-37-4751
FAX 0538-32-2353

■家具等固定に対する補助制度

Point

●災害履歴（建物に外見では
わからないダメージを受け
ている恐れがあります)
・過去に風水害や火災に見舞
われたことがある。

●老朽度（建物が古くなると
耐震性が低くなります）
・基礎の腐食、白アリ被害が
あった。
・建具の立てつけが悪い。

●壁の配置（壁の配置のバラ
ンスが悪い住宅は危険です）

・1階部分のある一面がほとん
ど窓になっている。

●建物の形（平面図が長方形
に近いほど耐震性が高くな
ります）
・建物の平面図が凹凸が多い
複雑な形をしている。

南側に壁がない例

▲

北
玄
関

壁

長方形に近い平面

複雑な平面

やって
みよう！

11枚目のウラ

地震No.8



津波の危険から身を
守りましょう

　東日本大震災の津波は東北地方から関東地方の太平洋沿岸に甚大な被害をもたらしました。津
波から身を守るには、唯一「逃げる」しかありません。揺れを感じなくても津波注意報や警報が
発表されたらとにかく高い場所に避難してください。

　大津波警報（特別警報）・津波警報・注意報は、東日本大震災の教訓を踏まえて、マグニチュード8
を超える巨大地震の場合は、その海域における最大級の津波を想定して発表します。最初の津波警報
では、予想される津波の高さを数値で示さず、「巨大」「高い」という言葉で発表して避難を促すこと
に重点を置きます。津波の予想高は津波情報により公表します。

警報・注意報
の分類 巨大地震の場合

の表現
想定される被害と取るべき行動高さの区分

20cm～1m

1m～3m

3m～5m

5m～10m

10m～

（なし）

高い

巨大

・海の中では人は速い流れに巻き込まれる。
・海の中にいる人は、ただちに海から上がって、
　海岸から離れてください。

・標高の低いところでは津波が襲い、
　浸水被害が発生する。
・人は津波による流れに巻き込まれる。
・沿岸部や川沿いにいる人は、ただちに高台や避難ビルなど
　安全な場所に避難してください。

・木造家屋が全壊・流出し、人は津波による
　流れに巻き込まれる。
・沿岸部や川沿いにいる人は、ただちに高台や避難ビルなど
　安全な場所に避難してください。

予想される津波の高さ

浸水深

平常潮位
（津波のない場合の潮位）

陸地

遡上高
津波の高さ

注：「津波の高さ」とは、平常の海面から、
津波によって高くなった高さのこと

そじょう

津波に関する警報・注意報

津波注意報

津波警報

大津波警報
（特別警報）

磐田市津波避難タワー・
津波避難ビル・津波高マップ参照

知って
おこう！

12枚目のオモテ
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津波から避難するポイント
　津波は地震発生後、あっという間にやってくることがあります。海岸にいるときに強い地震や
長い時間の揺れを感じたら、津波警報の有無にかかわらず、一刻も早くその場を離れて、高台な
どの安全な場所に避難しましょう。

津波から避難する4つのポイント

津波避難タワーや津波避難ビルを知っておこう！
　津波から身を守る大原則は「高台に逃げる」ことです。しかし、さま
ざまな理由で津波から身を守ることが難しい場合があります。そんなと
きは、緊急避難施設として津波避難タワーや津波避難ビルが選定されて
います。どこにあるのかなど、事前にチェックしておきましょう。

　磐田市に想定されている津波は、到達時間が短く避難に十分な時間がとれま
せん。沿岸地域に高台がない磐田市にとって、有効な避難場所になります。

　揺れがそれほどなくても津波が起きるケース
は、過去にもしばしばありました。明治三陸地
震（1896年）では、沿岸で震度3程度だったに
もかかわらず、大津波が押し寄せています。津
波の危険地域では小さい揺れでも、揺れを感じ
なくても、まずは避難を最優先にしましょう。

　東日本大震災では震災直後、沿岸地域に居住
する家族を迎えに行き、津波に巻き込まれた方
が少なくありません。
　あらかじめ家族で避難行動を話し合ってお
き、それぞれがちゃんと避難するという信頼関
係を築いておきましょう。

　すでに浸水が始まってしまった場合などは、
思うように避難できないことが予想されます。
そんな場合は、遠くよりも高い場所、例えば近
くの高いビルなどに逃げ込みましょう。津波避
難タワーや津波避難ビルがあれば、そこに避難
しましょう。

　原則として、車で避難するのはやめましょ
う。東日本大震災の地
震の直後、沿岸部各地
では避難しようとする
車で渋滞が発生。その
ために津波にのみ込ま
れて命を落とした人が
多数出ました。

地震の揺れの程度で自ら判断しない 避難の際に車は使わない

てんでバラバラに逃げよう “遠く”よりも“高く”に

津波避難タワーや津波避難ビルが有効です！

1

3

2

4

Point
磐田市津波避難タワー・
津波避難ビル・
津波高マップ

参照

12枚目のウラ
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主な用語の解説
あ）
・アルファ化米（あるふぁかまい）
お米を炊き上げた後、乾燥させたもの。お湯か水を注ぐだけ
で、煮炊きせずにご飯ができあがる。軽量でコンパクトなた
め非常食や保存食として優れている。食物アレルギーに配慮
した製品もある。磐田市では、災害時自宅から非常食を持ち
出せない人のために約10万食を備蓄。
・いわたホッとライン
携帯電話やパソコンのメールを利用し、防災情報のほか、
さまざまな情報を受け取ることができる。
お問い合わせ 情報政策課：0538-37-4818

か）
・警報（けいほう）
重大な災害が起こる恐れのあるときに、概ね3～6時間前に発
表。ただし、短時間の強い雨に関する大雨警報・洪水警報に
ついては概ね2～3時間前に発表。

さ）
・災害図上訓練（DIG）（さいがいずじょうくんれん）
参加者が大きな地図に避難場所や防災倉庫の位置、危険箇所
などを書き込みながら、地域の災害対策について話し合うも
の。DIGはその手法の一つであり、ゲーム感覚で災害時の対
応を考えることができる。
・指定緊急避難場所（していきんきゅうひなんばしょ）
切迫した災害から一時的に身を守るために避難する場所で、
津波、洪水、土砂災害の種類ごとに指定されています。
・指定避難所（していひなんじょ）
地震や津波などにより、自宅が被災して生活することができ
ない人が避難生活をする場所。主に学校等の公共施設が各地
区程度に指定されている。避難者により運営組織を編成して
避難生活を運営する。
・心的外傷後ストレス障害（PTSD）
 （しんてきがいしょうごすとれすしょうがい）
震災などの強烈なショック体験や強い精神的ストレスが心の
傷となって、時間がたってからも恐怖感、無力感、悪夢、
眠れないなどのさまざまなストレス障害を引き起こす疾患。
（このようなつらい症状が続いているときは、専門機関に相
談してください。）
・ソーシャル・ネットワーキング・システム（SNS）
インターネット上で共同社会を形成し、利用者同士がさまざ
まな形で意見を分かち合うことができる会員制サービス。
た）
・第3次地震被害想定（だい3じじしんひがいそうてい）
阪神・淡路大震災から得られた教訓や災害対策の現状及び研
究成果などを被害想定に反映し、平成10年度から12年度ま
での3か年をかけ策定。

・第4次地震被害想定レベル1（だい4じじしんひがいそうていれべる1）
100年～150年に一度の頻度で発生し、大きな被害をもたら
す地震。

・第4次地震被害想定レベル2（だい4じじしんひがいそうていれべる2）
千年～数千年に一度の頻度で発生し、甚大な被害をもたらす
地震。

・注意報（ちゅういほう）
災害が起こる恐れのあるときに発表。短時間の強い雨に関す
る大雨注意報・洪水注意報については概ね2～3時間前に発表。

・東海地震（とうかいじしん）
静岡県の中西部を震源域に発生すると考えられている地震。

・東南海地震（とうなんかいじしん）
愛知県沖から三重県沖を震源として発生すると考えられている
地震。

・特別警報（とくべつけいほう）
数十年に一度の雨量や、雪量、風が吹く等が予想される場合
に発表する。（津波については、3メートルを超えると予想さ
れる場合、大津波警報を特別警報扱いとする。）

・土砂災害警戒情報（どしゃさいがいけいかいじょうほう）
大雨による土砂災害発生の危険度が高まったとき、市町村長
が避難勧告等を発令する際の判断や住民の自主避難の参考と
なるよう、静岡県と静岡地方気象台が共同で発表する防災情
報です。

・トラフ
海底の溝。

な）
・南海地震（なんかいじしん）
和歌山県沖から高知県沖にかけて発生すると考えられている
地震。

・南海トラフ地震（なんかいとらふじしん）
駿河湾から九州東方沖まで続く深さ4,000メートル級の海底の
溝を震源とした地震。（東海、東南海、南海の3つが同時に発生
するマグニチュード9クラスの地震を南海トラフ巨大地震と呼
ぶ。）

は）
・避難所運営ゲーム（HUG）（ひなんじょうんえいげーむ）
避難所の運営を模擬体験するもので、平成19年に静岡県が開
発した。指定避難所の体育館や教室に見立てた大きな紙に、
避難者に見立てたカードを配置していき、カードをどれだけ
適切に配置できるか、また避難所で起こるさまざまな出来事
にどう対応していくかを考えることができる。
・避難場所（ひなんばしょ）
自主防災会が定めた公園や広場、公会堂などの安全な場所で、
大規模災害発生時にご近所の皆さんが避難や集合に使う場所。
・防災・減災（ぼうさい・げんさい)
防災とは、災害を未然に防止し、災害が発生した場合における
被害の拡大を防ぎ、災害の復旧を図る取り組み。しかし、災害
による被害を完全になくすことは不可能で、地域の防災力を上
回る災害が起こった時、その被害を最小限に食い止めるための
取り組みを減災という。

知って
おこう！

登録手順参照

情報No.3、風水害No.1、風水害No.2、津波No.1参照
情報No.3、風水害No.1、津波No.1参照

情報No.3、風水害No.1、風水害No.2、津波No.1参照

地震No.2参照

地震No.2参照

地震No.1参照

地震No.1参照

風水害No.1参照

地震No.1参照

地震No.3参照

地震No.2参照
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電話番号 連絡先 電話番号連絡先

磐田市役所
危機管理課 0538-37-2114

0538-37-48080538-37-0110

消防署・分遣所

磐田警察署

ガス会社

電力会社

かかりつけの病院

磐田市役所
道路河川課

家族の緊急連絡先

緊急連絡先

名　前

電　話

携帯電話の電話帳機能は、バッテリーが切れると使用できなくなります。
いざという時に備え、連絡先を書き留めておきましょう。

電　話

電　話

電　話

携　帯

メールアドレス

携　帯

メールアドレス

携　帯

メールアドレス

携　帯

メールアドレス

職　場／学　校 血液型 携帯電話／メールアドレス

あらかじめ記入し、家族みんながわかるようにしておきましょう。

●①火事か、救急かを伝える
●②自分の名前と住所を伝える。住所がわから
　なければ、目印となる建物を伝える
●③何が燃えているのか、傷病者はどんな状態
　なのかを伝える
●④安全な場所で救急車・消防車を待つ
●⑤AEDが使える状態か判断する

緊急通報は落ち着いて！

119番
火事・救急

災 害 時 の 緊 急 連 絡 先

磐田市防災ファイルに関するお問い合わせ先
●磐田市総務部危機管理課  0538-37-2114

●磐田市災害対策 本部（本　　庁・危機管理課）
支部（福田支所・市民生活課）
支部（竜洋支所・市民生活課）
支部（豊田支所・市民生活課）
支部（豊岡支所・市民生活課）

0538-37-2114
0538-58-2370
0538-66-9100
0538-36-3150
0539-63-0020

●消防・救急  119●警察  110 ●磐田市消防署  0538-37-0119
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